
英語教室    ５月７日・２１日(水)１0：00～ 

こどもまつり  ５月 1０日(土)１０：００～ 

古文書の会   ５月１３日・２０日・２７日(火)９：３０～ 

おりがみ教室  ５月１７日(土)１３：３０～ 

ロビー展    「絵本」 

子育て支援展示 「こどもごはん」 

ティーンズ展示 「読む・聞く・話す」 

絵本の会展示  「しかけ絵本」 
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 おりがみ教室 「おはな」 

とき   ５月１７日(土) 

１３時３０分～ 

ところ  多目的室 

対象   幼児～ 

参加費  無料 

 

土庄町立中央図書館 
<ほんとぴあ> 

761-4121 

 香川県小豆郡土庄町渕崎甲 1400-1 

TEL（0879）62-0273・FAX（0879）62-2922 

e-mall：library@town.tonosho.lg.jp 

 

こども読書週間特別イベント 

「おススメ本で花ざかり」 
図書館にある本で、誰かにおススメしたい本は 

ありませんか？ 

みなさんのおススメの本のコメントで、 

図書館の木にたくさんの花をさかせましょう。 

期間は 5 月 11 日(日)まで。 

スタンプラリーのはじまりのイベント。 

おススメ本の花を咲かせてスタンプを 

もらいましょう！ 

号

図書館友の会主催 

「こどもまつり」 
今年もこどもまつりを開催します。 

スタンプラリー対象イベントなので、参加する人は 

スタンプのカードを持ってきてね♪ 

とき  5 月１０日(土) 10 時～１２時 

ところ 多目的室、おはなしコーナー 

内容  おはなし会、魚つり、ドミノ、積み木、 

わなげ、手づくり伝承あそび（びゅんびゅん 

ゴマ、パッチン、ストローとんぼ）など 

    ※おはなし会はおはなしコーナーで 

行います。 

 

尾崎放哉没後１００年展 

図書館多目的室で、尾崎放哉を偲ぶ二つの展覧会が開催されました。 

４月５日(土)から８日(火)までの、井上志幽氏の書展「放哉を書く」と 

４月１６日(水)～２０日(日)までの、山口実氏と１２名による絵画・彫刻展 

「尾崎放哉の句との対峙」は、それぞれ島の内外からたくさんの方が来られ、熱心に作品を鑑賞されていました。 

 図書館には、尾崎放哉の句集や放哉に関する本がたくさんあります。興味のある方はこの機会にぜひ手に取ってみて

下さい。 

※６月後半、図書館のシステム入替えのため休館させていただきます。詳しい日程が決まり次第、掲示板、

図書館カウンター等でお知らせいたします。ご不便をお掛けいたしますがご理解とご協力をお願いします。 

井上氏の書展の様子 

お知らせ 

mailto:library@town.tonosho.lg.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
５月                     ６月 

 

は休館日です。開館時間は９時から１８時です。水曜日のみ１９時まで開いています。 

※CD・DVD の返却口への投函は破損する恐れがありますので固くお断りします。  

日 月 火 水 木 金 土 

    １ ２ ３ 

４ ５ ６ 〈７〉 ８ ９ １０ 

１１ １２ １３ 〈１４〉 １５ １６ １７ 

１８ １９ ２０ 〈２１〉 ２２ ２３ ２４ 

２５ ２６ ２７ 〈２８〉 ２９ ３０ ３１ 

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ ３ 〈４〉 ５ ６ ７ 

８ ９ １０ 〈１１〉 １２ １３ １４ 

１５ １６ １７ 〈１８〉 １９ ２０ ２１ 

２２ ２３ ２４ 〈２５〉 ２６ ２７ ２８ 

２９ ３０      

「もしも明日
あ し た

、ぼくの足
あ し

がなくなったら」      著
ち ょ

：舟崎
ふ な ざ き

 泉
い ず

美
み

 出版
しゅっぱん

：Gakken 

みなさんは、義足
ぎ そ く

をつけた人
ひ と

がスポーツをしているのを見
み

たことがありますか。パラリンピックなどで 

見
み

たことがある人
ひ と

は多
お お

いのではないでしょうか。 

この本
ほ ん

は、事故
じ こ

や病気
び ょ う き

など、さまざまな理由
り ゆ う

で足
あ し

を失
うしな

った５人
に ん

の人
ひ と

が、どうやって現実
げ ん じ つ

を 

受
う

け入
い

れたのか、どんな生活
せ い か つ

をしているのかを紹介
しょうかい

しています。 

「足
あ し

を失
うしな

ったから、もうできない」と思
お も

っていたことができた。それが自信
じ し ん

になった。 

足
あ し

を失
うしな

ったことで、それまで気
き

がつかなかったことに気
き

づけた。新
あたら

しい世界
せ か い

を知
し

った。 

自分
じ ぶ ん

のありのままを受
う

け入
い

れ、あきらめずに生
い

きることの大切
た い せ つ

さを教
お し

えてくれる本
ほ ん

です。 

「震災アーカイブを訪ねる」   著：大内 悟史 出版：筑摩書房 

『3.11』 あの大震災を覚えていますか？家が壊れ、車が流され、船も逆流の波にのまれていたあの光景。 

『津波』という言葉は知っていたけれど、あんなにも恐ろしい事態に一変させてしまうとは誰もが思って 

いませんでした。 

あれから 14 年、復興に向けて様々な取り組みが行われています。テレビで見たあの『一本松』は 

今どうなっているのか？ あの小学校は？そしてあの海岸線は？ 

『3.11』は現在進行形であり、伝え続けることも私たちの義務だと思います。 

※ この本は、ちくま Q ブックスシリーズの 1 冊です。 

児童向け

「しゃばけ シリーズ」   著：畠中 恵 出版：新潮社 

江戸時代。体は弱いが心は優しい大店の若だんな一太郎と、彼の身のまわりにいるさまざまな 妖
あやかし

たちが、 

事件を共に解決していく時代物ファンタジー小説です。2001 年刊行後、ドラマや舞台、ミュージカルなど 

様々な形で展開され、今年にはアニメ化も予定されています。 

シリーズ第１作目のタイトルは『しゃばけ』です。20 年以上にわたって愛される 

「しゃばけ」の世界に足を踏み入れてみませんか。 

※後半はシステム入替えのため休館します。 

詳細は追ってお知らせします。 


